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【Abstract】 
In this paper, we statistically analyzed the effect of individual knowledge of energy policy on the 
choice behavior of next-generation energy, including renewable energy, in Kazakhstan. 
First, those who support thermal power generation knew that Kazakhstan has abundant natural 
gas reserves, and those who supported wind and solar power generation were aware that 
Kazakhstan has huge potential for such forms of power generation. It was clear that knowledge of 
the positive and negative aspects of thermal, nuclear, wind and solar power generation had an 
impact on respondents’ preferences. 
Second, reasons given for supporting renewable energy included: unlike fossil fuels, there was no 
danger of them being exhausted; the rise in adoption of renewable energy technology around the 
world; reduction in carbon dioxide emissions; and, reduction in climate change. These results are 
consistent with research in Russia and Switzerland. 
Third, although many women were aware of the advantages and disadvantages of renewable 
energy, there were high levels of both support and opposition. Respondents with lower income and 
lower educational attainment tended to oppose renewable energy. People living in East 
Kazakhstan, the site of nuclear testing, tended to support renewable energy, but because of the 
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（2014 年）前の 2013 年の名目 GDP（IMF 統計）は 2,366.35 億 USD，同年の 1 人当たりの GDP
（IMF統計）は 13,789USDであり，独立（1991年 12月 10日）直後の経済状況（名目 GDP 28.75
億 USD（1992 年））に比べ，著しい飛躍を遂げている。カザフは，石油，天然ガスなどのエネルギ


















































































調査は SurveyMonkey で Web アンケートを作成した上で，消費者パネルに対してアンケートを配
信・調査を行った。調査票の言語はロシア語である。調査対象地域はカザフスタン全土であり，351名
が回答し，そのうちの 304 名が完全回答した。集計日は日本時間の 2019 年 9 月 20 日（金）～21 日
（土）である。 
なお，サンプル選定の際，性別，年齢別等などの組合せにより分類し，その各組から母集団に比例




































































































専門が 16.8％，大学院が 15.1％，となっている注 8）。平均月収は 133,926KZT であり，1 KZT を
0.00257637USD で換算すると，346.7USD となる。2019 年 9 月のカザフの月収は 487USD である
が，本稿のデータは若干所得水準が低い。所得階層は 100,001-120,000KZT が 10.9％と最も多く，
120,001-140,000KZTが 9.2％となっている。国連（2009-2017年）によると，カザフの Gini係数の







カザフでは，石油と石炭の産出量が多い。石炭の生産量（BP統計は 1 億 5,690t，（2018年）であ
り，世界 34カ国中第 10位である。また，石油の生産量（BP 統計）は 9,121.2万 t（2018 年）であ
度数 割合 度数 割合
男性 113 37.2% 一般事務勤務者 101 33.2%
女性 191 62.8% 公務員 27 8.9%
19歳以下 3 1.0% 工場勤務者 19 6.3%
20～29歳 75 24.7% エンジニア/専門家 49 16.1%
30～39歳 115 37.8% 自営業 40 13.2%
40～49歳 82 27.0% 主婦/主夫 24 7.9%
50～59歳 19 6.3% 退職者 9 3.0%
60～69歳 7 2.3% 求職者 14 4.6%
70歳以上 3 1.0% 学生 6 2.0%
平均・SD 37.4 10.6 病気療養中/休職中/産休 3 1.0%
中学校 4 1.3% その他（農家1/教師3/その他8） 12 3.9%
高等学校 21 6.9% 10,000 KZT以下 12 3.9%
短大・専門 51 16.8% 10,001-20,000KZT 4 1.3%
大学 182 59.9% 20,001-30,000KZT 6 2.0%
大学院 46 15.1% 30,001-40,000KZT 2 0.7%
アルマトイ州 110 36.2% 40,001-50,000KZT 8 2.6%
アクモラ州 41 13.5% 50,001-60,001KZT 14 4.6%
アクトベ州 7 2.3% 60,001-70,000KZT 16 5.3%
アティラウ州 7 2.3% 70,001-80,000KZT 22 7.2%
東カザフスタン州 24 7.9% 80,001-90,000KZT 18 5.9%
マンギスタウ州 7 2.3% 90,001-100,000KZT 24 7.9%
北カザフスタン州 13 4.3% 100,001-120,000KZT 33 10.9%
パブロダール州 22 7.2% 120,001-140,000KZT 28 9.2%
カラガンダ州 24 7.9% 140,001-160,000KZT 21 6.9%
コスタナイ州 16 5.3% 160,001-180,000KZT 19 6.3%
クズロルダ州 3 1.0% 180,001-200,000KZT 16 5.3%
テュルキスタン州 15 4.9% 200,001-225,000KZT 13 4.3%
西カザフスタン州 7 2.3% 225,001-250,000KZT 11 3.6%
西カザフスタン州 8 2.6% 250,001-275,000KZT 5 1.6%
12歳以下子供いる 191 62.8% 275,001-300,000KZT 10 3.3%
12歳以下子供いない 113 37.2% 300,001KZT以上 22 7.2%




















り，世界 49 カ国中第 13 位である。カザフの火力発電比率（EIA 統計）は 88.13％（2017 年）を賄
っている。同国の電気料金は，ロシアの電気料金の半額，再生可能エネルギーの割合が高いデンマー







は 243.72 億 m3（2018 年）であり，これを発電燃料とした場合，西部地域だけでも国内電力需要の
10％を満たす電力を発電できる[2]。カザフでは，家庭用電力に限れば，LPG による電力供給が最も









年）の産出量であったが， リーマン・ショック後の翌年には 14,020 tU（2009年）へと，2.112倍に














カザフスタンの年間日照時間は 2,200〜3,000 時間で，これは年間 1,300〜1,800 kW /m²に相当す
評価 平均
質問 標準偏差
7.2% 42.1% 5.9% 29.3% 15.5% 2.964
22 128 18 89 47 1.275
29.6% 55.3% 2.0% 9.2% 3.9% 3.974
90 168 6 28 12 1.021
21.7% 52.6% 3.9% 16.8% 4.9% 3.694
66 160 12 51 15 1.132
22.7% 37.8% 8.2% 23.4% 7.9% 3.441
69 115 25 71 24 1.283
21.1% 49.7% 6.3% 16.8% 6.3% 3.625











































































31.9% 48.4% 4.9% 11.2% 3.6% 3.938
97 147 15 34 11 1.068
16.1% 40.8% 7.9% 27.3% 7.9% 3.299
49 124 24 83 24 1.248
40.5% 47.7% 2.6% 6.9% 2.3%
4.171
123 145 8 21 7
0.942
9.2% 31.9% 9.5% 34.2% 15.1% 2.859
































































67.1% 22.7% 3.6% 4.9% 1.6% 4.487
204 69 11 15 5 0.905
20.7% 22.0% 13.8% 12.5% 30.9% 2.891
63 67 42 38 94 1.552
51.3% 28.6% 8.6% 7.6% 3.9% 4.158
156 87 26 23 12 1.112
87.2% 9.9% 0.7% 1.3% 1.0% 4.809
265 30 2 4 3 0.605
86.8% 8.9% 1.6% 2.0% 0.7% 4.793





75.0% 12.2% 7.9% 2.0% 3.0% 4.543





















































































































化石燃料のように枯渇する心配がないから 117 38.5% -11.2% **
科学技術力を世界にアピールすることができるから 101 33.2% 7.7%
各家庭やビルや工場等，どんな場所にも設置できるから 98 32.2% -13.5% **
再生可能エネルギー施設の建設によって，過疎地域の経済対策に
もなるから
86 28.3% -11.8% **
どの発電方法も有害物質の排出がほとんどないから 81 26.6% -3.2%
耐用年数が長いから 70 23.0% -4.5%
世界中で再生可能エネルギーが普及し始めているから 58 19.1% -7.7%
小規模分散型の発電所を建設しやすいから 55 18.1% -6.7%



































































電力が安定的に供給できないから 75 24.7% -3.8%
発電所を設置する場所によって環境に馴染まないから 72 23.7% -14.4% **
発電所を設置する場所によって自然景観が保護できないから 68 22.4%
蓄電技術が開発されていないから 60 19.7% -9.4% *
再生可能エネルギーが実用化されているとは思えないから 54 17.8% 5.2%
発電所を設置する場所によって自然環境や生態系が保護できないから 52 17.1%
発電所との送電ネットワークが十分でないから 44 14.5% -0.8%
発電量が少ないから 37 12.2% -14.7% **
再生可能エネルギーを増やすことで電気代が高くなるから 36 11.8% -12.3% *



















































標準 標準 標準 標準 標準
誤差 誤差 誤差 誤差 誤差
安価な電気代 0.128 0.087 0.140
天然ガス埋蔵の知識 0.210 0.127 0.097 *
風力発電の潜在力 0.510 0.136 0.000 ***
太陽光発電の潜在力 0.706 0.147 0.000 ***
石炭の有害性 0.168 0.119 0.157
核実験による放射性物質被害 -0.166 0.105 0.115
送電ロス 0.312 0.090 0.000 *** -0.154 0.146 0.293
男＝1 0.824 0.235 0.000 *** 0.317 0.238 0.184
年齢（連続） 0.030 0.009 0.001 *** 0.018 0.011 0.100 *
東カザフスタン州 0.666 0.427 0.119
世帯員数 -0.240 0.142 0.092 * 
12歳以下子ども 0.961 0.397 0.015 **
教育 0.368 0.207 0.075 *
cut1 -1.332 0.445 0.003
***
cut2 0.729 0.522 0.163 -1.964 0.443 0.000
***
0.203 0.483 0.675 1.911 0.678 0.005
***
0.368 0.941 0.696




0.614 0.644 0.340 -1.326 0.924 0.151
尤度比 500.5 ** 740.0 *** 611.2 ** 266.0 *** 248.0 ***
AIC 508.5 754.0 623.2 276.0 258.0
χ2値 8.4 47.5 10.6 21.2 27.1










火力発電推進 原子力発電推進 水力発電推進 風力発電推進 太陽光発電推進

































標準 標準 標準 標準 標準 標準
誤差 誤差 誤差 誤差 誤差 誤差
地球温暖化防止に役立つか
ら
0.306 0.160 0.056 * -0.013 0.008 -0.009 0.005 -0.031 0.017 * -0.037 0.020 * 0.089 0.046 *
枯渇する心配がないから 0.615 0.180 0.001 *** -0.023 0.009 ** -0.016 0.007 ** -0.058 0.018 *** -0.072 0.023 *** 0.169 0.045 ***
自然条件に左右されやすい
から
0.499 0.195 0.011 ** -0.017 0.008 ** -0.012 0.006 ** -0.046 0.018 *** -0.059 0.023 ** 0.134 0.047 ***
電気代が高くなるから -0.526 0.231 0.023 ** 0.034 0.023 0.019 0.013 0.062 0.031 ** 0.060 0.026 ** -0.175 0.084 **
世界中で再生可能エネル
ギーが普及し始めているから
























































標準 標準 標準 標準 標準 標準
誤差 誤差 誤差 誤差 誤差 誤差
男＝1 -0.345 0.157 ** -0.353 0.168 ** -0.296 0.170 * -0.611 0.168 ***
子ども=1 -0.015 0.006 *** -0.008 0.006 -0.008 0.005
年齢 0.011 0.007 0.018 0.008 **
教育 0.126 0.091 0.191 0.096 ** 0.163 0.101
所得 0.054 0.026 **
定数項 -0.542 0.270 ** -0.978 0.358 *** -0.959 0.386 ** -1.142 0.287 *** -0.511 0.134 *** -0.838 0.411 **
尤度比 -202.1 ** -198.9 ** -185.3 *** -176.8 ** -161.6 * -174.3 ***
χ2値 6.05 7.3 11.53 8.5 4.84 19
疑似R2 0.0148 0.018 0.030 0.024 0.015 0.052
標準 標準 標準 標準 標準 標準
誤差 誤差 誤差 誤差 誤差 誤差
男＝1 -0.505 0.179 *** -0.304 0.178 * -0.439 0.188 **
子ども=1 0.008 0.006 -0.015 0.006 ** 0.009 0.007 0.011 0.007
東カザフスタン州=1 0.497 0.279 * 0.596 0.300 **
年齢 -0.032 0.012 **
教育 -0.249 0.110 ** -0.346 0.118 ***
所得 -0.068 0.037 * 0.069 0.035 **
定数項 -0.778 0.146 *** -0.523 0.136 *** -0.688 0.149 *** -0.808 0.102 *** -0.486 0.428 0.696 0.611
尤度比 -154.7 *** -146.6 ** -140.2 ** -136.3 ** -105.4 ** -87.0 ***
χ2値 13.69 8.75 3.93 5.65 10.4 20.84



















































































































があり，それを安定同位体と呼ぶ。天然に存在する 238U は 99.28％であるが，234U は 0.0054%し
か存在しない。そのため，234U/238Uの同位体比が 1.8ということは，カザフ北東地域の河川水など
では放射能比が高いことを示している。 
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